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議員インターンシップの運営など若者の政治参加

を進める活動に学生時代から関わってきました。

ＳＮＳに力を入れ、地元情報や市議会の最新情報

をほぼ毎日発信中。ぜひフォローしてください。

徹底した情報公開・市政をもっとわかりやすく。

市政報告かわら版は、議会翌月の1・4・7・10月発行予定です。
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毎年のように熱中症対策に関する質問をしています。今回は、エアコン
のない家庭への対策について問いました。特に、暑さを感じにくい高齢
者が、在宅で熱中症になるというケースが心配されています。

西東京市では、CO2の削減という目的で、すでにエアコンを持っている
家庭が、より省エネ性能の高いエアコンに買い替えるための助成を行っ
てきました。これはこれで意味があるとは思いますが、物価高騰が続く
中、エアコン購入費用の助成制度を検討すべきではと質問しました。

■ホームドア 保谷駅に続いて田無駅にも

来年３月までの供用開始に向けて工事が進む
保谷駅に加え、田無駅にもホームドアが整備
されることが西武鉄道から発表されました。
令和10年度末までの整備完了を予定している
とのことです。残る３駅、ひばりヶ丘駅、東
伏見駅、西武柳沢駅についても、西武鉄道と
の協議を進めてもらいたいと思います。

５月７日から、はなバス第４北・第４南ルートが乗務員不足を理由に減便され
ました。３月議会の時点ではそのような話はありませんでしたが、４月に
入って運行事業者から要請があり、市と調整の上、決定したとのことです。

一般質問では、市として、乗務員不足解消に向けてどんな取組ができるのか
を問いました。各バス停へ市ホームページ内に作成した運転士募集ページへ
アクセスできる募集広告を掲示したほか、運転士そのものの魅力の向上につ
ながる取組として、広報西東京(市報)に子ども記者による特集記事の掲載を
検討しているとのことです。地域の移動の足をどう確保するかが課題です。

実はこの件は、２年前の令和５年９月議会でも取り上げ、隣の練馬区をはじめ、都内でも助成制度を導入
している自治体があることを紹介していました。ところが、今回も市長の答弁は、「国や東京都の動向や、
他自治体の状況について引き続き注視する」というもので、コピペのような答弁でした。

「注視」が悪いとは言いませんが、一体いつまで「注視」を続けるのか。議会では「注視」や「調査研究」
といった言葉をよく使いますが、その結果どうだったのか。やるのかやらないのか。それはなぜなのか。
きちんと答えを出してほしいです。熱中症対策ではこの他、学校の暑さ対策も繰り返し訴えています。

■ワンボックスカー等による実証運行が始まります

今年10月から、公共交通空白地域である市の南部地域(向台町１、南町２、
柳沢２～５丁目)と田無駅北口を結ぶ実証運行を開始予定です。平日日中、
概ね30分に１便程度の運行で、運賃は１人片道300円
の予定。フリー降車区間が設定され、目的地近くで降
りられるのは便利ですが、はなバスよりも運賃が高い
ので、買い物や飲食店で割引が受けられるなど、乗り
たくなるメリットを提示しては、と提案しています。

熱中症対策 いつまで「注視」ですか？01

バス停に掲示された運転士募集の広告

はなバス減便 運転士不足への対応は02



学校(がっこう)の安全(あんぜん)を
どう守(まも)るか

議会報告会(田村ひろゆきの議会トーク) お気軽にご参加を！

以下の日程で開催します。市政へのご意見・ご要望等をお聞かせください。
事前申し込みは不要です。直接会場にお越しください。

①7月 5日(土) 10時00分～11時30分 ＠タクトホームこもれびGRAFAREホール1階会議室

②7月27日(日) 14時00分～15時30分 ＠西東京市民文化プラザ4階 会議室1

編集後記
熱中症対策に関連して厳し
い指摘をしましたが、クー
ルシェアスポットの開設や
公共施設へのマイボトル用
冷水機の設置など、進めて
いただいた取組もあります。
決して無理をせず、この猛
暑を乗り切りましょう。

活動報告
４月から６月にかけての
田村ひろゆきの活動をご紹介

自閉症啓発イベント 中学校入学式 西東京市平和の日イベント 谷戸まつり 水防訓練(東伏見公園)

おとなのかたへ：西東京市は「学校を核としたまちづくり」を進めており、現在進められている田無三中の建替えをモデル
ケースとして、今後も学校と他の公共施設の複合化を進める予定です。複合化にあたっては児童・生徒の安全確保が最も重
要で、各施設の動線計画やセキュリティ対策をしっかりと講じた上で実施していく必要がある、と市側は答弁しています。

立川市(たちかわし)の小学校(しょうがっこう)に２人(ふたり)のひとがはいってきて、
先生(せんせい)にけがをさせるという事件(じけん)がありました。こどもにけがはありませんでした。
校門(こうもん)は、おくれて学校にくるおともだちもいるので、ずっとしめておくことはできませ
ん。学校にくるひとには、受付(うけつけ)で名前(なまえ)を書(か)いてもらい、カードをつけてもらう
ようにしていますが、あやしいひとがくるのを完全(かんぜん)にふせぐことはむずかしいです。
そのため、学校にあやしいひとがきたらどうするか、こどもたちをどう避難(ひなん)させるか、マ
ニュアルをつくって訓練(くんれん)をしています。みんなも、いざというときは先生(せんせい)の指示
(しじ)にしたがって行動(こうどう)しましょう。

ＨＰ・ＳＮＳでも発信中！

こども
かわらばん

■マイナ保険証への移行に混乱はないか

３月現在、西東京市の国民健康保険におけるマイナ保
険証の保有率は58.62％、利用率は34.14％。国保加入
者全体の利用率は約20％に留まります。今後、マイナ
保険証のない方には資格確認書を、マイナ保険証のあ
る方には資格情報のお知らせを送ることになりますが、
できる限り混乱が生じないように、わかりやすい説明
に努めてほしいと要望しました。

昨年の10月に２度の異物混入事故を起こしたことから、碧山小学校と明保中学校
の給食調理委託事業者が契約を辞退し、代わりの業者を見つけられなかったため、
４月から外注弁当による対応が続いていました。

この程、受託先が見つかり、２学期から調理業務が再開される見通しとなりました。
渋谷区や豊島区で給食調理業務の実績があり、大手企業の社食等も手がける会社
だとのこと。予算特別委員会の審査では、当初予算より委託料は上がるが、他の
調理校との比較で特段高くはないといったやり取りがありました。

ひとつ気になったのは、先方が実際に碧山小の給食室を見学した上で、設備の更新
を検討してほしいとの要望があったという点です。来年度には空調設備の工事があ
るので、その点は安堵していたそうですが、その他は実際に使いながら調整して
いくとのことです。子どもたちに実際に給食を提供する前に調理のリハーサルを
して、すぐにできる改善はしてほしいと要望しました。

碧山小・明保中の給食調理業務 ２学期再開へ03

■似て非なる ２つの意見書の採決結果は

６月議会最終日、国に提出する意見書として２つの案が出ました。
１つは立憲会派の議員が出した「核兵器禁止条約の署名・批准を求
める意見書」。もう１つが公明会派の議員が出した「核兵器禁止条
約の署名・批准に向けた環境整備を求める意見書」です。
同じようにも見えますが、後者は署名・批准に向けた環境整備に留
まる内容で、これでは不十分と考えて反対。前者に賛成しました。
しかし、前者は否決で、後者が可決となりました。残念な結果です。


